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コ
ロ
ナ
禍
も
４
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
感
染
率
の
高

い

外
国
と
日
本
を
比
較
し
て
、

日
本
人
の
清
潔
習
慣
な
ど
を

自
慢
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
第
７
波

・
第
８
波
で

は
世
界
最
悪
の
感
染
被
害
を

記
録
し
ま
し
た
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
発
生
か
ら
３
年
近
く

で
日
本
の
累
計
死
亡
者
数
が

５
万
人
で
し
た
が
、
昨
年
末

か
ら
は
毎
月
約
１
万
人
が
死

亡
し
２
月
７
日
に
は
累
計
７

万
人
を
超
え
る
最
悪
の
状
況

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
行
政
は

「脱

コ
ロ
ナ
」
「脱

マ
ス
ク
」
に
向
け
て
動
き
出

し
、
感
染
症
法
の
位
置
づ
け

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
に

す
る
と
の
こ
と
で
す
。
死
亡

す
る
の
は
高
齢
者
だ
か
ら
、

経
済
を
ま
わ
す
に
は
問
題
な

い
と
い
う
。
弱
者
に
冷
た
い

強
権
政
治
の
典
型
だ
と
い
う

の
に
高
齢
者
か
ら
の
異
論
が

全
く
報
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い

ま
だ
特
効
薬
も
な
い
ま
ま
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
も
疑
わ
し

く
、
副
作
用
の
被
害
も
何
ら

解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
不

安
山
積
の
ま
ま
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
社
会
を
闊
歩
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
疲
れ
で
誰
も
が

「う

っ
ぷ
ん
晴
ら
し
」
の
外

出
を
望
ん
で
い
る
よ
う
で
、

行
政
の

「あ
お
り
」
に
乗
せ

ら
れ
る
こ
と
で
不
運
な
感
染

被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な

る
で
し
よ
う
。

活
発
な
行
動
を
し
て
も
感

染
被
害
を
免
れ
た
人
に
と

っ

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
心
配
す

る
人
が
臆
病
に
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
不
運

に
し
て
重
篤
な
被
害
を
被

っ

た
人
は
自
慢
話
を
し
ま
せ
ん
。

私
た
ち
に
聞
こ
え
る
話
は
勇

気
あ
る
つ
わ
も
の
の
体
験
談

が
多
く
な
り
ま
す
。

リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
で

も
通
院
や
買
い
物
な
ど
必
要

最
低
限
の
社
会
行
動
は
営
ま

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
社

会
活
動
が
活
発
化
す
る
ほ
ど

感
染
機
会
は
増
し
ま
す
。
弱

者
に
犠
牲
を
強
い
る
全
体
主

義
を
、
行
政
と
と
も
に

「あ

お
り
」
あ
う
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
安
全
最
優
先
で
穏

や
か
に
過
ご
し
ま
し
よ
う
。

合
掌
。

三方
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第113号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日 (2)

新
年
度
第

一
回
幹
事
会

書
面
評
決
で
行
い
ま

し
た
総
会
以
降
、
第

一

回
幹
事
会
を
十

一
月
三

十
日
に
開
催
し
、
今
後

の
活
動
の
意
識
合
わ
せ

を
行
う
な
か
、
会
員
の

現
状
抱
え
て
い
る
環
境

や
地
区
協
議
会
と
共
に

交
流
し
親
睦
を
深
め
る

活
動
に
つ
い
て
希
望
把

握
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
集

計
し
な
が
ら
感
じ
た
事

を

一
部
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

回
答
率
は
３３
％

・
年

齢
的
に
は
平
均
し
て
回

答
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
日
頃
車
の
利
用
が

７２
％
と
や
は
り
高
い
で

す
。
ご
意
見
や
希
望
す

る
事
な
ど
は
、
映
画

・

観
劇

・
美
術
館
巡
り
で

３７
％
と
多

い
で
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
介
護
生

活
等
近
況
を
書
い
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

詳
細
な
分
析
結
果
は
次

回
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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金 二 生 西 渡 中 立 新 岡 長 安 小 井 高 村 佐 乗 一

井 月 方 山 辺 沢 川 井 崎 谷 波 島 上 橋 上 々 附 月
川      木

信  佳 勇    克   克 元 進   恵 雅
明  次 三 健 隆 茂 己 哲 誠 典 雄 二 篤 正 子 己

年
が
明
け
て
、　
一
月

二
十
七
日
に
通
信
員
会

議
を
開
催
、
各
地
区
協

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
の
交
流
を
行
い
、

「
い
き
が
い
」
の
発
行

を
担

っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

白
石
　
良
江

反
町
　
　
登

林
　
　
高
雄

武
井
　
良
次

久
保
田
政
伸

萩
原
　
愛
子

立
石
　
宗
男

田
島
　
桂
子

清
水
　
睦
子

小
島
　
春
夫

川
上
　
利
由

金
谷
　
敏
江

剣
持
　
勝
美

西
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美
枝
子

角
田
　
　
清

吉
沢
　
幸
男

木
下
　
　
昇

岡
田
久
仁
男

目
響
二
十

ｏ

一
月
鳥
屋
　
哲
夫

武
井
停
次
郎

野
口
智
津
子

廣
橋
　
和
子

宮
寺
　
正
純

淡
路
　
健
治

大
山
美
津
江

藤
井
　
秀
子

小
沼
　
康
宏

高
橋
　
俊
夫

石
原
　
雄
二

金
野
　
隆
子

ｏ
二
月
富
沢
　
隆
和

松
田
　
幸
雄

坂
木
　
輝
好

滋
雄

（桐
生
市
）

正
吉

（桐
生
市
）

裕
子

（み
ど
り
市
）

江
原
　
春
喜

横
尾
　
秀
夫

高
岸
　
弘
明

富
田
　
　
努

小
林
　
剛
志

鈴
木
美
恵
子

黒
澤
　
和
彦

萩
原
　
　
弘

青
木
岩
脇
林中
澤
岡
村

・
三
月
堀

口

誠
憲
世
敏
男
哲
雄
雅
水

博
司

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（桐
生
市
）

（大
田
市
）

（大
田
市
）

（北
群
馬
郡
）

（北
群
馬
郡
）

（沼
田
市
）

（沼
田
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（藤
岡
市
）

（前
橋
市
）

（桐
生
市
）

（大
田
市
）

（大
田
市
）

（北
群
馬
郡
）

（吾
妻
郡
）

（前
橋
市
）

（利
根
郡
）

（深
谷
市
）

（児
王
郡
）

（児
王
郡
）

一
人
】

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（藤
岡
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（み
ど
り
市
）

（大
田
市
）

（大
田
市
）

（沼
田
市
）

進

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（多
野
郡
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（桐
生
市
）

（太
田
市
）

（渋
川
市
）

（沼
田
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（藤
岡
市
）

広 三 星 石 倉
岡 月 野 川 林
神
崎
　
義
明

鈴
木
　

一
男

回
凹
日
【五
人
】

●
　
一　
日
月

出
牛
　
克
己

富
岡
　
和
子

渡
辺
希
世
子

●
二
月
高
木
と
く
江

山
本
千
枝
子

（高
崎
市
）

（桐
生
市
）

（藤
岡
市
）

（太
田
市
）

（渋
川
市
）

（藤
岡
市
）

（富
岡
市
）

黒
岩
　
鉄
夫

堀
越
　
雄
司

黒
崎

誠

一

武
井
　
健

一

高
橋
　
と
み

志
村
　
　
武

高
橋
　
　
章

永
井
　
宏
子

石
井
け
い
子

掛
川
　
節
子

日笏
一ｔ^

丸
茂
鈴
木
重
田 ２

０

２

２

・
８

，

２

０

２

３

１
２

利 直 広 昭
夫 子 政 夫

９０
歳
）

７１
歳
）

７２
歳
）

７２
歳
）

９０
歳
）

７９
歳
）

８１
歳
）

８６
歳
）

７３
歳
）

８７
歳
）

91 81 95 87
歳 歳 歳 歳

「い
き
が
い
」

通
信
員
会
議

退
職
者
説
明
会

二
月
二
十
日
と
二
十

一
日
に
わ
た

っ
て
、
退

職
予
定
者

へ
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
予
定
者

五
十
三
名
に
対
し
て
会

へ
の
加
入
を
お
願

い
し

ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
落
ち
着
き

つ
つ
あ

る
よ
う

で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
予
断
は
許
せ
な

い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

十
分
に
感
染
予
防
を
意

識
し
な
が
ら
会

の
運
営

を
行

っ
て
い
き
ま
す

の

で
、
宜
し
く
お
願

い
し

ま
す
。
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す



(3)第 114号 い   き   が   い 令和 5年 4月 1日

ヽ
′

１
．

ヒ
つ
一ぶ

，
Ｌ
）

桐生編 I●

響

`

フ
日
一

ｏ
つ
ヽ ii D " =A^EZ,f.zF.●

“
●

朝
６
時
、
夏
の
頃
で
あ
れ
ば
こ

の
時
間
は
す
で
に
太
陽
は
高
く
昇

っ
て
い
る
が
真
冬
は
ま
だ
寒
く
暗

い
。
そ
ん
な
中
で
も
健
康
長
寿
を

願
う
多
く
の
市
民
が
三
々
五
々
集

ま
る
。
こ
の
集
ま
り
を

「
モ
ー
ニ

ン
グ
ス
イ
ー
ト
」
と
言
う
。
ス
イ

ー
ト
と
は

「気
持
ち
良
い
・
さ
わ

や
か
な
」
と
の
意
味
を
込
め
て
付

け
ら
れ
た
と
言
う
。

誰
で
も
気
軽
に
出
来
る
健
康
作

り
の
体
力
向
上
を
目
的
に
１
９
８

５
年

（昭
和
６０
年
）
桐
生

陸
上
競
技
場
を
開
放
し
て

始
ま
っ
た
。

私
は
２
０
１
０
年
３
月

か
ら
代
表
と
し
て
体
操
の
号
令
を

か
け
て
日
曜
を
除
く
１
年
中
続
け

て
い
る
。
競
技
場
は
２
０
２
１
年

改
修
さ
れ
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

桐
生
地
区
協
　
吉
田
祐

一
郎

森エンシ
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桐
生
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
が
、
桐
生
市
の
都
合

で
使
用
で
き
な
く
な
り
今
は
場

他
に
毎
日
の
活
動
と
し
て
清

掃
用
具
を
購
入
し
て
会
場
周
辺

の
ゴ
ミ
拾

い
や
落
ち
葉
な
ど
の

清
掃
。
入
口
そ
ば
の
１０
平
米
ほ

ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
土
や
肥
料
を

入
れ
花
の
苗
を
植
え
て
花
壇
を

作
り
水
や
り
。
ト
イ
レ
に
は
自

宅
の
庭
の
花
を
７
カ
所
に
飾

っ

て
い
る
。
周
辺
道
路
も
ゴ
ミ
な

ど
を
拾

い
美
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

・
ぺ

，
■

内
容
は
軽
い
準
備
運
動
を
す

る
こ
と
が
６
分
間
、
体
が
ほ
ぐ

れ
た
ら
周
辺
の
歩
道
を
話
し
な

が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
１５
分
、

こ
れ
が
高
齢
者
に
と

っ
て
は
認

知
症
予
防
に
な
っ
て
い
る
。
メ

イ
ン
の
ス
ト
レ
ツ
チ
は
体
を
揉

み
ほ
ぐ
す
極
め
て
合
理
的
な
体

操
で
腕
立
て
伏
せ
な
ど
組
み
入

れ
て
筋
カ
ア
ッ
プ
。
ま
た
、
片

足
立
ち
で
平
衡
感
覚
も
取
り
入

れ
約
１０
分
で
終
わ
る
。

２
０
２
１
年
■
月
日
本
善
行

会
か
ら
成
人
善
行
者
表
彰
を
受

賞
し
た
。

健
康
維
持

・
増
進
が
目
的
で

あ
り
、
毎
朝
通
い
な
れ
た
通
り

す
が
り
の
街
路
樹
や
山
々
の
景

色
、
足
元
の
草
草
、
空
気
の
冷

た
さ
な
ど
四
季
を
感
じ
な
が
ら

人

一
倍
元
気
で
い
ら
れ
る
。

健
康
は
自
分
で
作
る
守
る
と

い
う
意
識
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
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男子 トイレに生花

の準備体操
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)_             ‐|=_             |、              |||             ・・●

モ
ー
ニ
ン
グ
ス
イ
ー
ト
で
健
康
維
持

′′

ぎ

外
の
駐
車
場
で
継

続
し
て
行

っ
て
い

る
。
会
費
会
則
も

な
く
誰
で
も
自
由

に
参
加
で
き
、
経

費
は
県
の
奨
励
金

や
有
志
の
カ
ン
パ

で
運
営
し
て
い
る
。
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一
１
”
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第114号 い   き   が   い

地
区
協
だ
よ
り

昨
年
十
二
月
五
日

（月
）

折
し
も
最
初
の
寒
波
襲
来
で

一
日
中
ど
ん
よ
り
と
し
た
寒

空
の
中
、
コ
ロ
ナ
過
の
影
響

で
延
び
延
び
と
な
っ
て
い
た

令
和
四
年
に
な
っ
て
初
の
コ

ン
ペ
を
新
役
員
体
制
下
、
新

ペ
リ
ア
方
式
で
二
四
名
が
集

い
足
利
市
城
山
Ｃ
Ｃ
で
開
催

し
た
。
成
績
上
位
者
は
、

優
勝
は
今
井
秋
保
さ
ん
、

準
優
勝
は
大
塚
　
実
、

三
位
は
今
井
昭
二
さ
ん

と
な
っ
た
が
、
参
加
者

全
員
に
何
ら
か
の
賞
が

わ
た
さ
れ
プ
レ
ー
終
了

後
も
和
気
あ
い
あ
い
の

も
と
次
回
開
催

（二
月

二
八
日
）
を
確
認
し
あ

い
家
路
に
つ
い
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
年
を
感

じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
で

寒
む
～
い
中
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
新
役

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は

支
部
協
か
ら
塚
本

・
齋
藤
両

副
会
長
を
迎
え
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
長
年
連
絡
員

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

渡
邊
俸
、
赤
石
文
夫
、
倉
澤

輝
子
の
三
氏
の
表
彰
を
行
い
、

新
連
絡
員
へ
の
引
継
ぎ
を
無

事
終
え
ま
し
た
。
続
い
て
、

一
年
間
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

来
期
は
コ
ロ
ナ
の
鎮
静
化
を

願
い
屋
内
外
の
活
動
を
進
め
、

会

員

の
更
な

る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を

図

っ
て
い
く

こ
と
を

確

認
し
ま
し
た
。

藤
岡
地
区
協

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

反
町
　
幸
雄

１１
月
２６
日

（土
）

保
美
憩
い
の
広
場
で

Ｇ

・
Ｇ
大
会
を
参
加

者
８
名

（男
性
７
名

女
性
１
名
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は

曇
り
空
で
し
た
が
ま

ず
ま
ず

の
Ｇ

・
Ｇ
日

和
で
し
た
。

コ
ロ
ナ

過
の
中
で
の
大
会
で
し
た
が

皆
さ
ん
元
気
で
プ
レ
ー
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
機
会
で
す
が
思
う
よ
う
に

は
ボ
ー
ル
は
飛
ん
で
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
楽
し
い
大
会

で
し
た
。

表
彰
式
を
ラ
ー
メ
ン
店
で

行
い
ま
し
た
。

優
　
勝
　
中
村
桂
子

準
優
勝
　
反
町
幸
雄

３
　
位
　
吉
原
幸
夫

員
を
紹
介
し
ま
す
。

会
長

・
大
塚
　
実
、

・
　

役
員

・
中
里
　
豊
、
和

¨

、

田
裕
男
、
齊
藤
正
和
各

会
員
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

令和 5年 4月 1日 (4)

太
田
地
区
協

第
５４
回
太
田
「金
山
会
」

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
さ
れ
る

大
塚

　

実

太
田
地
区
総
会
開
か
る

須
藤
　
正
司

令
和
４
年
１２
月
８
日
ホ
テ

ル
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
に
て
第
１８

回
太
田
地
区
協
議
会
総
会
を

・‘
「
―

‐

臓
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■
ヨ
戸

ヽ ボ
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(5)第 114号 い   き   が   い 令和 5年 4月 1日

総
社
・秋
元
公
歴
史
祭

の
成
功
に
向
け

前
橋
地
区
協
　
宮
田

國 |口1

「中
止
は
い
つ
で
も
で
き
る

が
開
催
は
突
然
出
来
る
訳
で

出
店
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
み

を
原
則
と
す
る
。
打
ち
上
げ

は
し
な
い
な
ど
、
従
来
の
労

力
の
削
減
と

コ
ロ
ナ
禍
環
境

対
策
に
万
全
を
尽
く
す
こ
と

で
全
体
の
認
識
は
統

一
さ
れ

先
輩
登
坂
修
二
さ
ん

が
交
通
指
導
員
で
活

躍
し
て
い
る
写
真
と

記
事
を
見
て
元
気
を

「

い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
も
下
斉
田
町
内

の

防
犯
委
員
と
し
て
、

毎
朝

・
夕
滝
川
小
学

校
へ
の
通
学
路
に
あ

る
信
号
機
の
交
差
点

で

「あ
り
が
と
う
」

「横
断
中
」
の
旗
を

振
り
、
児
童
の
防
犯

・
安
全
登
校
を
見
守

っ
て
い
ま
す
。
児
童

の
大
き
な
声
の

「
お

は
よ
う
ご
ざ

い
ま

す
」

「
こ
ん
に
ち

は
」
に
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
登
坂

先
輩
に
負
け
な
い
よ

う
に
健
康
に
気
を
付

け
頑
張

っ
て
い
き
ま

す
。

元
気
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た

太
田
地
区
協
　
篠
木
　
英
夫

ち
ょ
っ
と
前
の
話
で
す
。

昨
年
１０
月
２８
日
～
■
月
２
日

１１
月
１３
日
、
気
が
か

天
候
も
持
ち
こ
た
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
た

り
が
無
事
に
開
催
で
き

総
社
秋
元
公
顕
彰
会
会

し
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

移
に
関
心
を
注
ぎ
な
が

「７
′

て り和
夫

　

は
な

い
」
と

の
思

い
か
ら
、

ま
た
二
年
に

一
度
の
本
祭
り

を

一
年
延
期
し
た
経
緯
か
ら

も

「今
年
こ
そ
」
の
思
い
で

二
月
段
階
か
ら
実
行
に
向
け

て
動
き
出
し
た
。

と
は
い
え
、

コ
ロ
ナ
禍
を

り
な
　

心
配
す
る
声
も
多
々
あ
り
、

昨
年

　

と
り
わ
け
甲
冑
等
の
着
付
け

本
祭

　

は
密
に
な
る
要
素
も

た
。　
　
あ
り
、
感
染
予
防
の

長
と
　

観
点
か
ら
そ
の
要
員

の
推
　

確
保
も
危
惧
さ
れ
た
。

ら
、　
　
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様

の躍
共
贅
の構
地
さ
＞
な
取
り
組
み
は

な
凛ぃた。鍛
護
峰
大
幅
に
見
直
す

鰍
絣
鼎̈
震
仙
こ
と
と
し
、
武

驀儡
一̈ド
一嚇れる．
者
行
列
の
人
員

秋
元
民
勇
姿
　
は
三
分
の
二
に

秋元長期をたたえる 「総

社秋元歴史まつり」が 13

日.前橋市の総社公民館 ゆ
周辺 で 3年 ぶ りに開力, で
れ.住民らが勇壮な式音 墨

賃
|:」
などを楽し″だ=写

 言
長朝役の山本餞市長ら り

総
社
に
再
び

減
員
、
行
列
の

途
中
求
刑
は
ナ

シ
、
秋

元
汁

（け
ん
ち
ん
汁
）

・
甘
酒
の
無
償

提
供
は
ナ
シ
、

た

ｃ（次
号
１１５
号
へ
つ
づ
く
）

布
軟
式
野
球
大
会

期
　
間
　
令
和
４
年
Ю
月
２
日
～
「
月
―
日

会
　
現
　
別
府
市
４
会
場

・
大
分
市
４
会
場

迄
、
大
分
県
別
府
市
で
開
催

さ
れ
た

「全
日
本
古
希
野
球

大
会
」
に
群
馬
県
大
会
優
勝

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
北
は
北
海
道
、
南
は
沖

縄
ま
で
６４
チ
ー
ム
が
集
い
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

罰
田
で
～
０

先
輩
に
元
気
も
ら
い
ま
し
た
！

高
崎
地
区
協
　
田
口
　
宗
明

い
き
が
い
第
１３
号
の
元
気

で
～
す
に
、
高
崎
電
話
局
の

上
毛
新
聞
掲
載
記
事

・ヽ

ヽ

一
　

　

，

　

，

マ

　̈

，

ヽ
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第114号 い   き   が   い

今
回
出
場
五
回
目
に
し
て
初

め
て
ベ
ス
ト
８
と
い
う
結
果

を
残
せ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

全
員
が
七
十
歳
以
上
で
す
が

ど
の
選
手
も
若
々
し
く
元
気

一
杯
プ
レ
ー
を
楽
し
む
中
、

特
に
記
憶
に
あ
る
の
は

一
回

戦
の
対
戦
相
手
、
京
都
の
四

番
松
原
洋
選
手
は
何
と
８３
歳

で
し
た
。
全
国
に
は
ま
だ
ま

だ
元
気
な
お
年
寄
り
が
沢
山

い
る
こ
と
に
私
も

「
元
気
と

勇
気
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
遠
征
は
コ
ロ
ナ
過
の

「旅
割
」
の
対
象
に
な
り
、

大
分
県
の
ク
ー
ポ
ン
券
、
旅

割
の
割
り
戻
し
、
合
わ
せ
て

五
万
円
の
補
助
が
あ
り
割
安

感
と
快
適
な
五
泊
六
日
の
空

の
旅
で
し
た
。

今
年
は
大
阪
市
で
の
開
催

で
す
が
す
で
に
出
場
が
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

元
気
も
ら
っ
て
ま
～
す

沼
田
地
区
協
　
池
田
え
つ
子

学
し
て
い
ま
す
。
冬
に
は
銀

世
界
の
中
を
こ
ろ
ん
だ
り
す

べ
っ
た
り
し
な
が
ら
必
死
に

通
学
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
う

れ
し
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
◇

昨
年
の
５
月
３０
日
に
学
校
よ

り
感
謝
状
を
贈
ら
れ
表
彰
さ

れ
た
事
で
す
。

自
分
の
健
康
の
為
な
に
、

子
供
達
か
ら
は
元
気
を
い
た

だ
き
こ
ん
な
に
う
れ
し
か
つ

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
機
に
こ
れ
か
ら
も
無
理
を

し
な
い
で
楽
し
く
感
謝
し
な

が
ら
見
守
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
元
気
を

あ
り
が
と
う
。
フ
ァ
イ
ト
Ｈ

両
ス
キ
ー
場
と
も
、
平
日

の
為
日
本
人
の
方
が
少
な
く
、

若
い
韓
国
の
方
が
多
く
見
受

け
ら
れ
た
様
に
思
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
地
域
ク
ー
ポ
ン
利

用
に
つ
い
て
は
、
各
県
毎
で

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
違
い
、

登
録
利
用
に
戸
惑
う
事
が
多

大
に
発
生
、
ス
マ
ホ
利
用
の

良
い
勉
強
が
出
来
ま
し
た
。

夜
は
昔
話
等
花
が
咲
き
、

楽
し
い
時
間
を
共
有
、
来
年

も
ま
た
実
施
し
た
い
と
の
思

い
を
確
認
、
ス
キ
ー
場
を
後

に
致
し
ま
し
た
。

令和 5年 4月 1日 (6)

「ル
ス
ツ
・蔵
王
」
に

行
っ
て
来
ま
し
た

渋
川
・
吾
妻
地
区
協

関
口
　
五
市

１
月
■
日
か
ら

「北
海
道

ル
ス
ツ
」

（Ｏ
Ｂ
７
名
）
、

１
月
３１
日
か
ら

「
山
形
蔵

王
」

（Ｏ
Ｂ
６
名
）
へ
、
各

３
泊
４
日
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

経
済
活
動
推
奨
施
策
も
あ

り
、
恒
例
ツ
ア
ー
を
実
施
、

各
ス
キ
ー
場
と
も
当
初
コ
ロ

ナ
時
よ
り
も
多
く
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。

今
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

で
古
馬
牧
小
の
通
学
路
の
見

守
り
を
し
て
い
ま
す
。
朝
７

時
３０
分
に
集
合
出
発
場
所
か

ら

一
緒
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

学
校
ま
で
の
道
程
を
車
に
気

を
つ
け
た
り
、
安
全
歩
行
で

無
事
に
学
校
に
着
け
る
こ
と

が
毎
日
の
日
課
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
も
時
に
は
熊

・

鹿

・
猪
等
の
動
物
達
が
通
学

路
の
左
右
の
山
々
や
田
畑
に

出
没
し
、
身
に
危
険
を
感
じ

た
事
も
あ
り
ま
す
。
カ
バ
ン

等
に
全
員
が
鈴
を
つ
け
て
通

「“
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(7)第 113号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日

ン//√ 蕪″―R判膵
AかBどちらかの問題を選んで挑戦 してください

問題A,Bそれぞれの正解者 3名様に 3,000円のフオカードを贈呈します
ただし応募はひとリー間に限ります。AB両方に応募した場合は無効です

(正解者多数の場合はABごとに抽選となります)
当選者と解答は次号に掲載します

前回の解答 936
応募総数 30件
正解   27件
当選者

高崎地区協 後閑賢―様
渋川地区協 牧 春夫様
沼田地区協 牧野亀吉様
厳正な抽選の結果、

当選者にクオカード

を贈呈しました

数独を解きましたら太枠部分の3つの数字を左から答えてください

匠証因
はがきに、郵便番号 住所 氏名 選んだ問題のAまたはBと解答 (3つの数字)を記入

季刊誌「いきがい」への要望、感想を書き添えてください

370-0829高崎市高松町 1 3 NTT労組退職者の会 懸賞係まで
応募は群馬県支部協議会の会員に限ります 締め切り :4月末日到着

問題B難問

2 5 4

3 5 9 8
7 8 4 3
2 4 5

2 5 6 7 9
7 9 2

9 4 3 5

3 7

8
9 2
2 53
7 8

7 3 5
4 5 6

″ヽ

07 2

6 3 8
6

■
■
■

■
■
■

テーマは自由、体験談、友達紹介、趣味のこと、

ペット自慢、孫自慢、わが町紹介 (名所・1日跡・

グルメ等)俳句、川柳、短歌、絵手紙etc
l.原稿は200字程度でお願いします
2.送付方法
①メール taisyOkusya@ma‖ .goo.ne」p

②郵送

③FAX 027-327-2626

◆追加を希望される記事、項目をお知らせください

なお、応募いただいた原稿については紙面の都合に

より掲載できないこともあります。

また、原稿や写真は返却できませんので予めお断り

申し上げます。

次号 115号の締め切りは5月 31図日です

・この人にスポットを楽しみにしています
。地区協だよりを楽しみにしています。

元気をもらつています
。コロナ禍でどこに行くのも感染対策です

が、自由に行き来できることと、世界平

和を祈ります。

・いつも楽しみにしてます

・数独掲載ありがとうこざいます
。詰将棋など願いたい
。紙面で懐かしい人に会えうれしい
。皆さんの写真がうれしい
。地域の見どころ、立ち寄り湯、グルメ等

のコース記事を希望

お便り紹介
・川柳がおもしろい

♂
■ヾ

”

問題A初 級
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皆さんの設稿をお待ぢしています

匠置理
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沈
え
の
や
う
な
る
雨
に
耕
せ
り

せ
の
米
粘
見
つ
め
咲
き
継
ぐ
梅
真
白

高
崎
地
区
協
　
　
十
島
　
圭
子

冬
銀
河
関
東
平
野
は
積
や
か
に

喜
寿
過
ぎ
て
振
り
返
り
見
る
寒
桜

前
橋
地
区
協
　
　
星
野
　
芳
子

し
み
じ
み
と

一
人
の
夜
や
葛
湯
と
く

春
め
く
や
鏡
に
笑
み
て
顔
む
な
し

太
口
地
区
協
　
　
定
方
き
ぬ
子

烏
あ
ま
た
集
う
電
線
日
足
兵
ぶ

春
恣
や
句
作
り
も
時
に
薔
し
く
て

太
口
地
区
協
　
　
大
澤
　
曜
子

真

っ
白
に
化
粧
施
す
雪
浅
間

ゆ

っ
た
り
と
釉
子
湯
浸
り
て
歳
数

ヘ

前
橋
地
区
協
　
　
漏
口
　
知
え

寒
満
月
赤
城
山
の
残
の
深
か
ら
ず

コ
ロ
ナ
感
染
土
産
と
な
り
し
初
旬
会

前
橋
地
区
協
　
　
高
橋
富
士
子

沈
丁
の
つ
ば
み
膨
ら
み
蒲
団
千
す

淡
彩
の
グ
ル
ー
プ
晨
の
な
あ
き
ぬ

渋
川
地
区
協
　
　
塩
野
　
鞠
子

生
き
ね
ば
と
身
を
ふ
く
ら
ま
せ
寒
雀

寸
陰
を
惜
し
み
歩
け
と
春
日
か
な

沼
口
地
区
協
　
　
平
丼
　
技
江

)ll

攣

柳

大
臣
の
頭
脳
が
荒
く
勤
ま
ら
ず

は
げ
頭
お
び
え
た
誅
も
笑

い
顔

高
崎
地
区
協

高
仏
差
メ
ガ
ネ
さ
れ
て
お

っ
と
っ
と

久
し
ぶ
リ
エ
化
し
て
い
た
回
り
寿
司

相
生
地
区
協
　
　
長
丼
　
わ
子

見
ち
ゃ
っ
た
よ
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
植
切
る
人

ク
ー
ル
便
来
る
の
は

い
つ
も
お
憐
さ
ん

大
口
地
区
協
　
　
美
さ
ん

あ
ち
こ
ち
と
移
し
て
戻
し
て
片
村
か
ず

猫
も
ど
り
安
に
メ
ー
ル
波

へ
と

太
口
地
区
協
　
　
大
澤
　
曜
子

プ
ー
チ
ン
に
命
の
重
き
教
え
た
ら
ん

渋
川
地
区
協
　
　
氷

春
夫

編
集
後
記

延
び
延
び
に
な

つ
て
い
た

「
い
き

が
い
」
の
通
信
員
会
議
を
よ
う
や
く

開
催
す
る
運
び
と
な

つ
た
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り
は

あ

つ
た
も
の
の
、
や
は
り
対
面
で
の

意
見
交
換
は
心
地
よ
い
。

い
き
が
い
の
編
集
は
、
素
人
づ
く

|

川
崎
い
わ
お

て で
い き
る る
。 ま1,
4,文
′ヽ

を
す:曽

や

し
た
0ヽ

と
思
つ

人 り
で で

も は
多 あ
く る
の が
会 ｀
員 い
に か
み に
て し
い た
た ら
だ 一

い

今
後
も
通
信
貝
が
と
も
に
活
動

け
る
か

皆
さ
ん
の

議
=込
、
日岡
は
尽
き
な

け
る
か

紙
面
に
参
カロ
し
て
い
た
だ

私たちの顧間弁護団が無料で対応

★電話・面会による相談☆

どちらも、山田謙治法律事務所へ直接電話をして、

①所属組織、②氏名を告げて申し込んでください。
*相談費用は、NTT労組で負担しますが、相談の結果、調停・訴訟等を
進める場合は個人負担となります。

山田謙治法律事務所
前橋市千代田町 1-12-7 ●(027)235-0200

雉
Ｌ

Ｆ

　

　

，
７

〃

　

煮

「自
歯
題
」

黄
春
に
墳
墓
と
語
る
花
薄

き
寺
や
深
閑
の
朝
末
紅
葉

高
崎
地
区
協
　
　
吉
丼
　
照
雄

お気軽にこ相談ください


